
 

附属機関等の会議の概要 

 

附属機関等の名称 埼玉県農業水利審議会 

所管担当課所名 農林部 農村整備課 

担当名・電話番号 企画担当 ・ ０４８－８３０－４３４５ 

開 催 の 日 時 平成２７年７月２８日（火） １４時から１６時 

開 催 場 所 
埼玉教育会館 １０４会議室 

（さいたま市浦和区高砂３－１２－２４） 

出 席 者 

 

（五十音順） 

中 村 好 男 会長、永 瀬 隆 弘 副会長 

新 井 保 美 委員、神 尾 髙 善 委員、蒲 生 徳 明 委員、 

小 林 町 子 委員、小 柳 直 昭 委員、佐久間明子 委員、 

田 中 久 子 委員、藤 原 悌 子 委員、細 野 稔 委員、

水上外美子 委員 （１２人） 

会 議 の 概 要 

 
平成２６年１１月の委員改選後、初めての会議であった

ため、次のとおり、会長及び副会長の選出、今回任期にお

ける調査・審議内容の説明等を行った。 

 

１ 委員紹介、会長及び副会長の選出 

  各委員の紹介後、委員互選により、会長に中村委

員、副会長に永瀬委員を選出した。 

 

２ 審議会の内容 

  今回の委員任期で調査･審議いただく内容等につ

いて事務局から説明し、その後、意見交換を行った。 
 
（１）調査・審議内容について 

   今回任期での検討事項である「川の再生」に係

る事項として、平成２２年２月に当審議会から知

事へ答申いただいた『「川の国 埼玉」を実現する

ための農業水利施設の整備及び管理のあり方』の

概要、及び答申に基づき県が行ってきた取組みの

状況等について説明した。 
 
（２）現地調査予定について 

   第２回審議会で予定している現地調査の行程及

び調査予定地区の概要等について説明した。 
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（３）意見交換における主な意見 
 
・ 「川の再生」は県土づくりの一環。まずは農業農

村をしっかり支えていくための農業水利施設のあ

り方を考えることが必要であると考える。 
 
・ 「川の再生」の取組みの検討にあたっては、農業

にどのくらい付加価値を付けられるかということ

について、意識した方がよいと思う。 
 
・ 地域づくりの要点は、人づくり、物づくり、事づ

くりというのが一般的であるが、それに加えて、環

境に優しいエコづくりという視点も必要だと思う。 
 
・ 人が水に触れられる環境を作り、それを守ってい

くとともに、きれいな水を下流に流すという意識付

けを行うことが大切だと思う。 
 
・ 農家と非農家がお互いに理解し合い、共有の財産

として農業用水等を守っていかなければならない

と思う。 
 
・ 農業水利施設は都市には不可欠な水辺であるの

で、将来にわたり維持管理がなされるよう、何らか

の取組みを始めていただきたい。 
 
 ・ 整備した地区の維持管理が継続されるよう検討

いただきたい。 
 
・ 核になる人がいれば、その方を中心として活動の

輪を広げていければ良いと思う。 
 
・ 地域で維持管理に取り組むリーダーの養成等に、

力を入れた方が良いと思う。 
 
・ 各分野の技術者等の人を育てるとともに、意見を

出し合える環境をつくることも大事だと思う。 
 
・ 「多面的機能維持支払交付金」等を活用して、地

域のコミュニケーションをとる場を設置し、農業水

利施設の維持管理活動が持続するよう、地域住民み

んなの気持ちを高めていくことが必要だと思う。 
 
・ 農業用水においても、国土交通省における「道守」、

「橋守」のような、「川守」の制度ができればよい

のではないか。 
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 ＊ 上記の他にも、事業に対する質問、現状確認等

についての発言もありましたが、省略させていた

だいた。 

 

 

３ 今後の対応 

  会長からの指示に基づき、第２回審議会に次の事

項を盛り込むよう調整する。 
 
・ 答申後に県が取組んだ事業の達成度、メリット及

びデメリットについて整理する。 
 
・ 現地調査では、地元関係者からお話を伺えるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


